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お
持
ち
の
自
動
車
で
、
名
義
変
更

や
廃
車
の
手
続
な
ど
が
済
ん
で
い
な

い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

毎
年
３
月
は
、
自
動
車
の
登
録
手

続
が
１
年
中
で
最
も
集
中
し
ま
す
。

特
に
３
月
下
旬
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
、
手
続
き
に
何
時
間
も
か
か
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
登
録

の
手
続
な
ど
は
比
較
的
混
雑
が
少
な

い
中
旬
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
動
車
車
検
証
の
「
使
用

の
本
拠
の
位
置
」
が
大
阪
市
内
の
自

動
車
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

「
大
阪
」「
泉
」
で
あ
っ
て
も
、
な
に

わ
自
動
車
車
検
登
録
事
務
所
で
手
続

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
運
輸
支
局

1
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
５
８

¡
な
に
わ
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

1
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
５
９

¡
和
泉
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

1
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
６
０

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

月
日
　
３
月
７
日（
火
）

場
所
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
３
階

対
象

人
事
労
務
担
当
者
、
労
働
組

合
関
係
者
お
よ
び
関
心
の
あ

る
人

内
容
お
よ
び
時
間

①
「
新
し
い
労
使
ト
ラ
ブ
ル
解
決
法

〜
労
働
審
判
制
度
に
つ
い
て
」

弁
護
士
　
原
野
早
知
子
さ
ん

②
「
定
年
退
職
後
の
生
活
設
計
〜
年

金
の
基
礎
知
識
」
社
会
保
険
労

務
士
　
藤
原
郁
子
さ
ん

①
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

②
午
後
３
時
10
分
〜
４
時
40
分

※
い
ず
れ
も
定
員
は
45
人
、
無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所

南
大
阪
セ
ン
タ
ー

1
０
７
２
（
２
５
８
）
６
５
３
３

大
阪
府
立
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー

医
療
セ
ン
タ
ー
、
府
立
大
学
看
護
学

部
と
の
共
催
で
羽
曳
野
医
療
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
18
日（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
府
立
大
学
羽
曳
野
キ
ャ
ン
パ

ス
Ｌ
２
０
４
号
教
室

※
駐
車
場
有
り

定
員
　
２
５
０
人（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

テ
ー
マ

「
喫
煙
と
健
康
被
害
」

〜
た
ば
こ
病
っ
て
何
？
〜

申
込
　
３
月
14
日（
火
）ま
で
に
府
立

呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療

セ
ン
タ
ー
事
務
局
総
務
課
へ

電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http：
//w
w
w
.hbk.pref.osaka.jp

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
立
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー

医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局
総
務
課

1
０
７
２
９
%7
２
１
２
１

４
月
６
日
か
ら
15
日
の
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
に
先
駆
け
て
、

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象

に
、
交
通
安
全
運
転
者
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

川
は
、
人
の
心
を
癒
し
、
人
と
人

と
の
つ
き
あ
い
を
深
め
る
な
ど
住
民

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

こ
の
た
め
、
住
民
が
主
体
と
な
り
、

学
識
者
や
行
政
と
と
も
に
「
川
の
環

境
づ
く
り
」
を
考
え
る
会
議
を
５
月

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

会
議
に
先
立
ち
、
村
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
募
集
し
ま
す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
の
募
集
方
法
】

提
出
方
法
　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
配
布
場
所

村
建
設
課
（
役
場
別
館
２
階
）、

南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
カ

ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
３
階
カ
ウ
ン
タ
ー

ま
た
、
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

http：
//w
w
w
.pref.osaka.jp//tondo/

index.htm

※
会
議
へ
の
参
加
は
自
由
で
参
加
費

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
土
木
事
務
所
維
持
管
理
化

計
画
補
修
グ
ル
ー
プ

1
@5
１
１
３
１
　
5
@5
６
１
０
９

浄
化
槽
法
の
改
正
（
平
成
18
年
２

月
１
日
施
行
）
に
よ
り
、「
法
定
検

査
受
験
に
関
す
る
命
令
」
や
「
違
反

者
へ
の
罰
則
」、「
使
用
廃
止
の
届
出
」

な
ど
の
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
規
定
は
、
家
庭
用
の
浄
化
槽

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
改
正
点
】

○
法
定
検
査

法
定
検
査
に
は
、
浄
化
槽
設
置
後

の
検
査
と
定
期
検
査
（
年
一
回
）
が

あ
り
、
こ
の
検
査
を
受
検
し
な
い
場

合
、
知
事
な
ど
か
ら
命
令
や
罰
則
の

処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
使
用
廃
止
届

浄
化
槽
管
理
者
は
、
公
共
下
水
道

の
供
用
開
始
な
ど
に
よ
り
浄
化
槽
を

使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
府
保
健

所
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
保
健
所
衛
生
課

1
@3
２
６
８
１

剣
道
を
通
じ
て
、
心
身
を
鍛
え
ま

せ
ん
か
。

対
象
　
平
成
18
年
度
の
小
学
３
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

定
員

約
10
人

会
費
　
入
会
費
　
１，

０
０
０
円

月
会
費
　
１，

０
０
０
円

（
３
カ
月
分
前
納
）

練
習
日
時

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

午
後
５
時
〜
７
時

練
習
場
所
富
田
林
警
察
署
４
階
道
場

受
付

３
月
１
日（
水
）〜
31
日（
金
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
管
内
剣
道
推
進
会

1
@5
１
２
３
４
（
少
年
係
）

2

自
動
車
の
登
録
手
続
は

お
早
め
に

南
河
内
労
働
な
ん
で
も

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

第
10
回
羽
曳
野
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

交
通
安
全
運
転
者
講
習
会

「
南
河
内
水
辺
の
つ
ど
い
」

〜
川
の
環
境
づ
く
り

住
民
会
議
発
足
〜

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人

（
浄
化
槽
管
理
者
）
へ
お
知
ら
せ

少
年
剣
道
練
習
生
募
集

月日 時間・場所

午後７時～（受付）
３月20日 午後７時30分～（開始）
（月）

小吹台小学校（体育館）

午後６時30分～（受付）
３月22日 午後７時～（開始）
（水）

くすのきホール（会議室）



献
血
は
小
さ
な
親
切
大
き
な
力

私
た
ち
の
体
内
の
血
液
量
は
、
個

人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
医
学
的
に
は

通
常
は
体
内
の
血
液
量
の
15
％
以
内

（
男
性
720
p
、
女
性
525
p
）
が
失
わ

れ
て
も
、
身
体
上
の
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、

か
ぜ
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多

く
、
献
血
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
の

で
１
人
で
も
多
く
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

月
日
　
３
月
20
日（
月
）

時
間
お
よ
び
場
所

¡
午
前
10
時
〜
正
午

小
吹
台
連
絡
所

¡
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
畑
澤
貴
志
（
千
早
２
６
５
）

５
０，

０
０
０
円

亡
父
重
男
の
供
養
と
し
て

◎
堀
　
　
恒
（
桐
山
５
８
９
）

３
０，

０
０
０
円

総
務
大
臣
表
彰
記
念
と
し
て

◎
木
澤
　
正
（
千
早
１
０
７
６
―
５
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
マ
ツ
ヱ
の
供
養
と
し
て

◎
清
原
隆
雄
（
水
分
１
６
１
―
１
）

２
０，

０
０
０
円

総
務
大
臣
感
謝
状
受
賞
記
念
と

し
て

◎
渡
部
慶
三
（
森
屋
１
４
３
―
４
）

１
０，

０
０
０
円

亡
母
ハ
ズ
ヱ
の
供
養
と
し
て

◎
清
原
隆
雄
（
水
分
１
６
１
―
１
）

２
０
０，

０
０
０
円

亡
母
ト
ク
の
供
養
と
し
て

◎
匿
　
名

２
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
浅
井
恵
洋

（
二
河
原
辺
２
１
２
―
３
）

５
０，

０
０
０
円

亡
父
實
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

昨
年
の
秋
、「
千
早
赤
阪
村
野
外

美
術
展
in
棚
田
」を
開
催
し
ま
し
た
。

下
赤
阪
の
棚
田
の
環
境
を
生
か
し

て
、
立
体
作
品
を
設
置
。
棚
田
を
芸

術
化
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
展

示
と
「
線
と
点
・
展
」
を
行
い
ま
す
。

展
示
は
、
主
に
、
東
郷
幸
夫
さ
ん

「
水
の
採
取
」
ほ
か
35
作
品
。

期
間

３
月
21
日（
祝
）〜
25
日（
土
）

場
所
く
す
の
き
ホ
ー
ル
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

春
が
近
づ
き
暖
か
く
な
る
と
空
気

も
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
も
増
え
る

こ
と
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
つ
け
た
火
は
、
消
す
ま
で

あ
な
た
の
火
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱
い

に
注
意
し
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る

「
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
」

３
つ
の
習
慣

¡
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

¡
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

¡
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
か
ら

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

４
つ
の
対
策

¡
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

¡
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

る
。

¡
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

¡
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

春
の
全
国

火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
〜
７
日

3

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

１
回
程
度
「
企
画
展
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、「
企
画
展
」
な
ど
を
行
う

際
に
は
、
村
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
い
て
案
内
を
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
、
一
度
身
近
な
歴
史

を
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

Vol.18

今
回
は
文
化
財
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
多
く
の
郷
土
資
料
が
保
管
・
展

示
さ
れ
て
い
る「
村
立
郷
土
資
料
館
」

を
紹
介
し
ま
す
。

村
立
郷
土
資
料
館
は
、
楠
木
正
成

の
誕
生
し
た
地
と
い
う
伝
承
の
残
る

楠
公
誕
生
地
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
の

西
隣
に
あ
り
ま

す
。
昭
和
61
年

に
開
館
し
、
現

在
ま
で
多
く
の

人
が
見
学
に
訪

れ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
８
年
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ
で
『
太

平
記
』
が
放
映

さ
れ
た
頃
に
は
、

年
間
４
万
人
を

数
え
る
見
学
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

１
階
に
は
、

古
代
か
ら
近
世

ま
で
の
郷
土
資

料
を
展
示
し
て

お
り
、
２
階
に

は
民
具
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
年
に

千
早
赤
阪
村
野
外
美
術
展

in
棚
田
Ｐ
Ｓ



「
男
女
共
同
参
画
計
画
」（
素
案
）

村
で
は
、
男
女
が
と
も
に
認
め
合

い
、
担
い
合
う
社
会
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
男
女
共

同
参
画
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
後
、
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
計

画（
素
案
）に
対
す
る
ご
意
見
・
提
言

を
い
た
だ
き
、
最
終
的
な
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
ご
意
見
な
ど
の
提
出
方

法
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
ご
意
見
な
ど
の
提
出
方
法
】

ご
意
見
な
ど
は
専
用
用
紙
に
記
入

し
、「
直
接
持
参
」「
郵
送
」「
フ
ァ

ッ
ク
ス
」
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
直
接
持
参
の
場
合

役
場
１
階
住
民
課
人
権
推
進
係

▼
郵
送
の
場
合

〒
５
８
５
―
８
５
０
１

住
民
課
人
権
推
進
係
宛

▼
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

5
&2
１
８
８
０
千
早
赤
阪
村
住

民
課
人
権
推
進
係
宛

【
募
集
期
間
】

３
月
２
日（
木
）〜
８
日（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

【
計
画
（
素
案
）
と
専
用
用
紙
を
設
置

し
て
い
る
場
所
】

役
場
１
階
、保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
、

小
吹
台
連
絡
所
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
や
ま
ゆ
り
・
く
す
の
き
）、
く
す
の

き
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

平
成
17
年
中
、
府
内
の
犯
罪
情
勢

は
、
街
頭
犯
罪
対
策
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
刑
法
犯
認
知
件
数
は
一

昨
年
に
引
き
続
き
、
減
少
傾
向
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
空
き
巣
な
ど
の
侵

入
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
犯
罪

内
容
も
ま
す
ま
す
悪
質
巧
妙
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
警
察
に

よ
る
取
り
締
ま
り
は
も
と
よ
り
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
防
犯
意
識
の

高
揚
と
防
犯
対
策
に
心
が
け
、
安
全

で
安
心
で
き
る
街
づ
く
り
の
た
め

に
、
地
域
住
民
、
自
治
体
、
事
業
者
、

学
校
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
、
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
富
田
林
警
察
署
管
内
の
少
年
の
補

導
検
挙
数

少
年
犯
罪
で
は
、
暴
行
、
傷
害
な

ど
の
粗
暴
犯
の
検
挙
が
前
年
の
５
・

６
倍
、
ま
た
万
引
き
の
検
挙
も
約

１
・
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
　
1
@5
１
２
３
４

（
富
田
林
警
察
署
管
内
は
２，
９
５
９
件
）

４
月
か
ら
２
市
２
町
１
村
（
富
田

林
市
、
河
内
長
野
市
、
太
子
町
、
河

南
町
お
よ
び
千
早
赤
阪
村
）
で
実
施

し
て
い
た
小
児
夜
間
救
急
に
大
阪
狭

山
市
が
加
わ
り
、
小
児
科
医
師
の
協

力
の
も
と
、
新
た
な
南
河
内
南
部
広

域
小
児
急
病
診
療
体
制
で
、
引
き
続

き
３
６
５
日
、
夜
８
時
か
ら
翌
朝
８

時
ま
で
小
児
急
病
診
療
を
実
施
し
ま

す
。
た
だ
し
、
ケ
ガ
、
骨
折
、
や
け

ど
な
ど
の
外
科
的
な
診
療
は
で
き
ま

せ
ん
。

夜
間
診
療
に
つ
い
て
は
、
当
番
の

病
院
に
直
接
行
っ
て
も
受
診
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
消
防
署
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
消
防
署
で
は
急
病
の

連
絡
（
氏
名
、
住
所
、
症
状
な
ど
）

が
あ
れ
ば
、
当
番
の
病
院
を
紹
介
す

る
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
救
急
車
で

の
搬
送
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
体
制
は
急
病
の
患
者
さ
ん
の
利
用

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
子

さ
ん
の
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
早
め

に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
診
察

時
間
内
に
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
４
月
か
ら
休
日
診
療
所
の

小
児
科
診
療
は
富
田
林
病
院
に
移
り

ま
す
。【
診
療
日
は
、
日
曜
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
）、
受
付
時
間
は
、
午
前
９
時

〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30

４
月
か
ら
「
南
河
内
南
部
広
域

小
児
急
病
診
療
」
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

分
、
診
療
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
】

こ
の
診
療
は
、
今
ま
で
の
休
日
診

療
所
の
小
児
診
療
と
同
じ
く
、
応
急

的
な
処
置
を
行
い
ま
す
の
で
、
入
院

や
さ
ら
に
処
置
が
必
要
な
場
合
は
、

二
次
病
院
へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
内
科
と
歯
科
は
引
き
続
き

休
日
診
療
所
で
診
察
し
ま
す
が
、
診

療
日
・
受
付
時
間
が
小
児
科
部
門
と

同
じ
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
診
の
と

き
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
急
病
診
療
・
休
日
診
療
の
小
児
科

診
療
は
、
中
学
生
ま
で
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

4

府
内
の
刑
法
犯
発
生
状
況
24
万
9
千
件

地
域
安
全
情
報

侵入盗 街頭犯罪

市町村別 窃盗犯

富田林市 1,936 85 16 103 19 226 329 257 62 458

太子町 172 4 4 17 2 37 40 12 3 14

河南町 217 10 19 11 0 56 11 27 6 32

千早赤阪村 39 3 1 2 1 3 8 3 3 7

合　計 2,364 102 40 133 22 322 388 299 74 511

前年比 －118 13 －51 70 －38 －61 －77 －9 －17 45

少年の検挙人員

17年 141 6 34 60 2 19 17 12 0 10 31 10

16年 148 4 6 75 4 38 15 8 2 8 42 21

増減 －7 2 28 －15 －2 －19 2 4 －2 2 －11 －11

占
有
離
脱
物
横
領

そ
の
他
・
特
別
法

そ
の
他

ひ
っ
た
く
り

万
引
き

自
転
車
盗

単
車
盗

手　　口　　別

侵
入
盗

窃
　
　
　
盗

暴
行
・
傷
害

凶
　
悪
　
犯

総
　
　
　
数

罪
種

年
別

市町村別窃盗犯発生状況（平成17年中）

そ
の
他

自
動
車
盗

部
品ね

ら
い

車
上ね

ら
い

オ
ー
ト
バ
イ

盗ひ
っ
た
く
り

そ
の
他

侵
入
盗

忍
込
み

空
き
巣

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

夜
間
の
小
児
救
急
医
療
の
流
れ 

夜
８
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で 

富
田
林
市
消
防
本
部
に
電
話 

（
1
@5
１
１
２
２
） 

※
そ
の
時
、氏
名
、住
所
、症
状

（
で
き
る
だ
け
詳
し
く
）を
話
し

　
て
く
だ
さ
い
。 

当
番
病
院 

紹
介 

救
急
車
で
の 

搬
送 

指
定
病
院 

急
病
の
発
生
!!
 

４
月
か
ら
「
南
河
内
南
部
広
域

小
児
急
病
診
療
」
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト



※改定後の使用料には、消費税および地方消費税を含んでいます。

※下水道使用料の算出方法

⇒基本料金＋上記表より算定した額（１円未
満は切り捨て）
（例）１カ月分の下水道使用水量が32kの場合、

平成18年４月の検針日以降に使用される
下水道使用料は、次のようになります。

【改定前】基本料金300円＋従量料金（80円＋100

円＋120円）×10k＋140円×２k

＝3,580円

【改定後】基本料金336円＋従量料金（89円25銭
＋110円25銭＋131円25銭）×10m3＋
157円50銭×２m3＝3,958円50銭
⇒１円未満切り捨て　3,958円

※下水道使用料は、４月使用分から改定します。

【下水道使用料の改定一覧表】 【手数料の改定一覧表】

◆千早赤阪村手数料条例

◆千早赤阪村税条例区分 内 容 改定前 改定後

基本料金 300円 ⇒ 336円

１～10k 80円 ⇒ 89円25銭

11～20k 100円 ⇒ 110円25銭

21～30k 120円 ⇒ 131円25銭

31～40k 140円 ⇒ 157円50銭

41～50k 160円 ⇒ 178円50銭

51～100k 180円 ⇒ 199円50銭

101～200k 200円 ⇒ 220円50銭

201k～ 220円 ⇒ 241円50銭

お詫びと訂正
広報「ちはやあかさか」平成18年２月号の
「特集　元気プランの取組み」掲載内容に下記
のとおり誤りがありましたのでお詫びして訂
正いたします。

千早赤阪村税条例の督促手数料のうち、
（誤） （正）

改正前　　 改正後　　 改正前　　改正後
200円　⇒　300円　　　 70円　⇒　100円

5

一
　
般
　
汚
　
水

従
量
料
金
（
１
k
に
つ
き
）

名　　称 改正前 改正後 担当課

200 ⇒ 300

200 ⇒ 300
税務課

200 ⇒ 300

200 ⇒ 1,300

200 ⇒ 300

200 ⇒ 300

200 ⇒ 300

200 ⇒ 300 住民課
200 ⇒ 300

200 ⇒ 300

200 ⇒ 300

200 ⇒ 300

200 ⇒ 300 建設課

200 ⇒ 300 関係課

名　　称 改正前 改正後 担当課
200 ⇒ 300

税務課
70 ⇒ 100

村税の賦課に関する証明手数料（村府民税課
税証明、所得証明）

土地、建物その他の資産に関する証明手数料
（固定資産評価証明、家屋滅失証明）
営業に関する証明（営業証明）
租税特別措置施行令に規定する個人の新築ま
たは取得した家屋の証明手数料

住民票写しの交付手数料（戸籍附票の写しを
含む）
外国人登録事項に関する証明手数料
住民票の閲覧手数料
印鑑登録手帳交付手数料
印鑑に関する証明手数料
埋火葬に関する証明手数料
成年後見、保佐または破産に関する証明手数料
不在籍または住民基本台帳不記載に関する証
明手数料
村道の幅員証明手数料
その他村の事務に関する証明手数料（地縁団
体証明手数料など）

◆千早赤阪村廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例

名　　称 改正前 改正後 担当課
5,000 ⇒10,000
5,000 ⇒10,000
5,000 ⇒10,000
5,000 ⇒10,000
3,000 ⇒ 3,100 住民課
2,000 ⇒ 2,100
375 ⇒ 430

750 ⇒ 860

220 ⇒ 260

（単位：円/１件・１人・１頭）

一般廃棄物運搬業または処分業許可申請手数料
〃　　更新許可申請手数料
〃　　変更許可申請手数料

浄化槽清掃業許可申請手数料
犬・猫死体処理取扱手数料（収集処理）

〃　　　　　（持込処理）
し尿汲み取り手数料（普通便槽）

〃　　　　　（簡易水洗）
〃　（無臭便槽・加算分）

納税証明手数料
督促手数料

4月から使用料・手数料の一部を改定します4月から使用料・手数料の一部を改定します
～みなさんのご理解・ご協力をお願いします～

宝
く
じ
助
成
事
業

千
早
赤
阪
村
区
長
会
で
は
、
地

域
住
民
の
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
健
康
増
進
を
い
っ
そ
う
図

る
た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
や

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
購
入

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
す
る
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
金
を
受
け
て
購
入
し
ま
し
た
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課

フロアカーリングs

▲ランニングマシン



6

あ
わ
て
な
い
で
！

①
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
払
わ
な
い
。

②
業
者
に
は
連
絡
し
な
い
。

③
個
人
情
報
は
教
え
な
い
。

④
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
み
よ
う
。

⑤
脅
さ
れ
た
り
、
サ
ギ
に
あ
っ
た
ら
警
察
へ
。

全
く
心
当
た
り
が
な
く
「
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
知
書
」
と

い
う
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。

何
ら
か
の
個
人
情
報
を
も
と
に
不
特
定
多
数
に
根
拠
の
な
い
請
求
を
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
公
的
機
関
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
や
弁
護

士
事
務
所
を
名
乗
っ
て
送
り
つ
け
ま
す
。
相
手
に
連
絡
を
取
ら
ず
無
視

し
ま
し
ょ
う
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
し
た
だ
け
な
の
に
！

雑
誌
の
広
告
に
「
無
料
」
と
書
い
て
あ
っ
た
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電

話
し
た
。「
登
録
し
ま
し
た
。
あ
な
た
の
登
録
料
は
２
万
円
で
す
。
30

日
聴
き
放
題
」
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
た
の
で
慌
て
て
電
話
を
切
っ
た
。

す
る
と
料
金
を
請
求
す
る
電
話
が
毎
日
の
よ
う
に
か
か
っ
て
く
る
。

有
料
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
時
点
で
電
話
を
切
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
個
人
情
報
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
請
求
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
「
無
料
」
と
広
告
に
大
き
く
記
載
が
あ
っ
て
も
、
情

報
料
は
有
料
な
ど
と
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
事
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

日
頃
よ
り
、
郵
便
局
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
千
早
赤
阪
村
役
場
内
出
張
所
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
「
郵
便
貯
金
自
動

預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）」
は
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
、
平
成
18
年
３
月
31
日
（
金
）
を

も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
河
南
郵
便
局
1
(3
２
０
５
０

ハ
ガ
キ
編

電

話

編

ＱＱ ＡＡ

◆
一
般
書

津
波
　
　
　
　
　
　
　（
高
橋
哲
夫
）

道
三
堀
の
さ
く
ら
　
　（
山
本
一
力
）

恋
ひ
ら
り
　
　
　
　
　（
島
村
洋
子
）

ぼ
く
が
う
ま
れ
る
理
由（
稲
田
和
恵
）

あ
ら
し
の
よ
る
に（き

む
ら
ゆ
う
い
ち
）

最
後
の
恋
　

（
阿
川
佐
和
子
・
角
田
光
代
）

氷
壁
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
上
靖
）

魔
女
の
笑
窪
　
　
　
　（
大
沢
在
昌
）

讃
歌
　
　
　
　
　
　
　（
篠
田
節
子
）

砂
漠
の
薔
薇
　
　
　
　（
新
堂
冬
樹
）

夜
市
　
　
　
　
　
　（
恒
川
光
太
郎
）

ア
コ
ギ
な
の
か
リ
ッ
パ
な
の
か

（
畠
中
恵
）

私
の
歳
時
記
　
　
　（
田
中
真
紀
子
）

宇
宙
日
記
　
　
　
　
　（
野
口
聡
一
）

下
流
社
会
　
　
　
　
　
　（
三
浦
展
）

◆
児
童
書

ミ
ス
タ
ー
ド
ッ
グ

（
ガ
ー
ス
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
）

や
ま
ん
ば
あ
さ
ん
の
大
運
動
会

（
富
安
陽
子
）

今
夜
は
だ
れ
も
眠
れ
な
い

（
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
）

【
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
展
示
】

３
月
７
日
〜
12
日
ま
で
、
図
書
室

前
で
行
い
ま
す
。

必
要
な
人
は
取
り
に
来
て
く
だ
さ

い
。
一
人
三
冊
ま
で
で
す
。

短

歌

コ

ー

ナ

ー

岡
　
蓁
　
子

「
瀬
を
は
や
み
」
か
る
た
読
む
声
部
屋
に
充
ち
一
月
二
日
　
外
は
風
花

島
　
村
　
千
　
恵

憧
れ
は
憧
れ
の
ま
ま
過
ぎ
ゆ
き
て
わ
が
夢
の
中
に
お
ど
る
鍵
盤

松
　
田
　
美
智
子

渋
滞
に
進
ま
ぬ
車
窓
に
見
て
お
り
ぬ
裸
木
の
梢う
れ

の
や
ど
り
ぎ
の
青

福
　
冨
　
悦
　
子

補
助
輪
を
外
し
た
幼
は
風
に
の
り
得
意
満
面
ペ
ダ
ル
踏
み
ゆ
く

東
　
條
　
ひ
　
ろ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ベ
ッ
ド
聖
書
持
ち
込
み
て
老
女
は
洞
ろ
に
賛
美
歌
唄
う

近
年
、
仕
事
の
う
え
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
勤
労
者
の
割
合

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

適
度
の
ス
ト
レ
ス
は
日
々
の
生
活
に
よ
い
刺
激
に
な
る
の
で
す
が
、

ス
ト
レ
ス
が
過
剰
に
な
る
と
心
身
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
自
分
の

健
康
を
守
り
、
ま
た
職
場
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を
い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
回
シ
リ
ー
ズ

①
３
月
14
日（
火
）「
ス
ト
レ
ス
っ
て
何
？
」

講
師
―
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
　
教
授
　
夏
目
　
誠
氏

①
３
月
17
日（
金
）「
こ
こ
ろ
の
風
邪
“
う
つ
病
”」

講
師
―
汐
の
宮
温
泉
病
院
　
院
長
　
真
木
　
修
一
氏

③
３
月
24
日（
金
）「
ア
ル
コ
ー
ル
と
正
し
く
つ
き
あ
お
う
」

講
師
―
新
生
会
病
院
　
副
院
長
　
和
気
　
浩
三
氏
　

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

対
象
　
勤
労
者
で
富
田
林
保
健
所
管
内
に
居
住
し
て
い
る
人
ま
た

は
管
内
に
勤
務
地
の
あ
る
人

場
所
　
富
田
林
保
健
所

定
員
　
各
50
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
保
健
所
企
画
調
整
課
　
1
@3
２
６
８
１

働
く
人
の
た
め
の
「
ス
ト
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

ま
だ
ま
だ
多
い
不
当
請
求
Ｑ
＆
Ａ

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

※日本脳炎（１・２期）の予防接種は、厚生労働省の勧告
を受け、現在接種を見合わせています。
※予防接種を受ける際の相談やお困りのことなどがあれば
保健センター（1&20069）に連絡ください。

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

種　類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ　リ　オ ４月３日（月）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

健康診査＆相談など

な か よ し 広 場 ３月14日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

（親と子の交流会）３月22日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
４月４日（火） 保護者

あかちゃん広場 ３月22日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児

４か月児健康診査 午後１時 平成17年10月・
～１時15分 11月生

１歳児健康診査
３月15日（水）

午後１時15分 平成17年２月・
～１時30分 ３月生

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ３月28日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 ３月24日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

健康・育児・介
保健師による ３月８日（水）

護など相談を希
健 康 相 談 望する人３月10日（金）

午前９時30分
子どもに関する ３月20日（月） ～正午
悩 み 相 談

種　　　類 月　日 受　付 対　　象健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

午前
９時30分
～11時30分

午後
１時30分
～３時30分

子どもやその家族
で悩み（子どもの
発達、しつけ、不
登校、非行など）
のある人

（場所：保健セン
ター１階相談室）

富
田
林
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー

1
@5
１
１
３
１

や
ま
ゆ
り

胃 ・ 大 腸 が ん
月　　日 ４月28日（金）・５月11日（木）・５月21日（日）
受　　付 午前９時～11時15分
対　　象 受診日現在、40歳以上の人

（39歳以下の人は受診できません）
受診できる回数 年１回
定　　員 各50人
内　　容 胃－問診・Ｘ線間接撮影

大腸－問診・便潜血検査
受 診 料 胃－400円・大腸－100円

場所 保健センター
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の1割程度
です。当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。保健セン
ターの福祉係へ事前に申し出てください。）

※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日、本人が来られ
ない場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

子 　 宮 　 が 　 ん
月　　日 ４月20日（木）
受　　付 午後１時30分～３時

受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生ま

対　　象
れの人（ただし、偶数年生まれでも昨年度
受診していない人は受診できます）（19歳以
下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 55人
内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受 診 料 頚部－300円

乳 　 　 が 　 　 ん
月　　日 ４月20日（木）
受　　付 午後１時30分～３時

受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生ま

対　　象
れの人（ただし、偶数年生まれでも昨年度
受診していない人は受診できます）（39歳以
下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 45人
内　　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受 診 料 500円

詳しくは折り込みチラシをご覧ください。
がん検診の申し込み受け付けは

４・５月分の検診⇒３月１日より受け付け
９・10・11・12月分の検診⇒６月１日より受け付け　　

【４・５月分のがん検診の予約を受け付けします。】

が ん 検 診 予 約 受 付

が ん 検 診 予 約 受 付
予防接種法の改正に伴い、平成18年４月１日からは、麻し

ん・風しんが混合ワクチンになり、２回接種に変わります。
現在、麻しん・風しん予防接種の対象である１歳以上７
歳６カ月未満の人で、麻しん・風しんの予防接種のどちら
か一方が未接種の人は今年度中（平成18年３月31日まで）
に完了してください。両方とも未接種の人は、主治医と相
談してください。

改正内容
現　行：１歳～７歳６カ月未満の人を対象に、麻しん・風

しん各々のワクチンを１回ずつ接種
改正後：麻しん風しん混合ワクチンを第１・２期の２回接種

・第１期：１歳以上２歳未満
・第２期：小学校就学前日までの１年間（５歳以
上７歳未満）

麻しん・風しんの予防接種が変わります

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

午前
一 般 健 康 相 談 第１・３ ９時30分 有料・予約制水曜日 ～10時30分

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒 第１・３ 午後１時

クラミジア 水曜日 ～２時

午前血　液　検　査 第１・３ ９時30分～ 有料・予約制［肝炎ウイルス］ 水曜日
10時30分

３月17日（金）
療　育　相　談 ３月24日（金）

（富田林保健所）
３月30日（木）

予約制

（フォレスト三日市）

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

午前９時30分～11時
午後１時30分～３時

午後１時30分～３時
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小吹台 坂　巻 亮　太さん
＜20歳　双子座＞

近況は・・・

中京大学体育学部で体育科学について、勉強

しており、毎日体ばかり動かしています。

夢は・・・

「スポーツ」に一生携わることができる仕事

に就くことです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

今年１月の成人式に参加し、久しぶりに友達

と会って、騒いだことです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

緑豊かで、とても静かで落ち着くところが好

きです。ただ、もう少し交通の便がよくなれば

いいと思います。

来月号は・・・

中学校の同級生の向　恵里佳さんです。

向さんへメッセージを・・・

帰ったとき、また、遊びましょう。

５歳のとき、
保育園の発表会
で和太鼓を披露
したときです。

RyotaSakamaki

190

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

大きくなったら、金剛登山にチャレンジしようね。
父・秀世さん、母・尚子さん

いわした まさひろ くん
（ 岩　　　下　　　　 昌　　　弘　 ）

平成15年11月30日生まれ

森屋

川野辺

笑顔が大好きです。いつもみんなで笑っていこうね。
父・智之さん、母・史子さん

（ 楠　　 本　　　　　 翔　　 大　）

かわべ　けいた くん（写真下）
（ 川　 邊　　　 啓　 太　）

平成17年５月10日生まれ

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１



9

むらの話題
あ　れ　こ　れ

村立中学校が３位入賞!!

２月５日、ＰＬ教団本庁内のコースで第
49回南大阪駅伝競走大会（６区間20.1ｋm）
が開催されました。
大会には130チームの参加があり、村か

らは、中学男子の部に３チーム、一般男子
の部に２チームが参加しました。
ランナーたちは、日ごろの練習の成果を

発揮し、白熱したレースとなった中で村立
中学校陸上部Aチームが中学男子の部で３
位になりました。
結果は次のとおりです。

○中学男子の部

３　位 村立中学校陸上部Aチーム
（１時間８分46秒）

●南大阪駅伝競走大会 ●

楽しくクッキング!!

１月27日、村の生活改善グループの農生連絡協議会主催の
郷土料理講習会が自然休養村管理センターで行われました。
講習会には20人が参加。村で採れた、ゆず、水菜やナスな

どを使い「ゆずみそ和え」や「黒豆ごはん」「柿なます」「か
す汁」などを作りました。
参加した人からは、農家のお母さんのなつかしい味がして

おいしかったと好評でした。

●郷土料理講習会●

“げんき”いっぱい!! 大きな拍手

２月５日、くすのきホールでげんき保
育園の生活発表会が開催されました。
オープニングは３・４・５歳児全員に

よるダンス「どうぶつ村のぽんぽこバス」
で始まり、続いて各組ごとに歌や合奏、
音楽劇、和太鼓などが披露されると、会
場に訪れたお父さんやお母さん、おじい
ちゃん、おばあちゃんなどから、大きな
拍手が響いていました。

オープニングs

「どうぶつ村のぽんぽこバス」

▲３歳児ピアニカ「ひげじいさん」

●げんき保育園生活発表会●



ぜひ、親子で参加してください。
日時 ５月28日（日）午前９時30分～
※苗の生育や天候などで変更すること
があります。
定員　小学生と保護者　25組
集合　くすのきホール
費用　無料
受付　５月１日（月）まで
※昼食は各自で用意してください。
〈申し込み・問い合わせ〉

社会教育課　1&21300

どなたでも参加できますので、気軽
にお越しください。
日時　３月29日（水）

①午前10時～
②午後１時30分～

場所　くすのきホール　大ホール
費用　無料　　上映時間　119分
※小吹台から送迎バスが運行されます。
乗車される人は予約してください。

〈予約・問い合わせ〉

社会教育課　1&21300

募　　集

豊かな生涯学習社会を築いていくた
め、村民のみなさんの多彩な特技を生
かすことを目的とした「特技登録制度」
を開設します。
特技の内容は問いませんが、営利を
目的とせずボランティアの精神でご協
力いただける人の登録をお願いします。
電話で申し込み後、直接お話を伺っ
たうえ、登録させていただきます。
受付 ３月20日（月）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

社会教育課　1&21300

くすのきホール「大ホール」で各種
催しを行うとき、舞台や照明・音響の
補助をしていただく人を対象に講習会

を行います。
講習終了後、ボランティア登録をし

ていただき、必要に応じてお手伝いを
お願いします。
月日　３月27日（月）・29日（水）
時間　午前９時30分～午後４時
場所　くすのきホール「大ホール」
受付　３月20日（月）まで
※昼食は各自で用意してください。
〈申し込み・問い合わせ〉

社会教育課　1&21300

千早赤阪村・太子町・河南町の共同で、
就労支援のパソコン講座を行います。
日時　３月27日（月）～30日（木）

４日間　午後１時～４時
場所　太子町役場　２階　研修室
定員　15人（応募多数の場合は抽選）
費用　無料
対象 村内在住の人で、何らかの理由
により就労できない、母子家庭の
母親、中高年齢者、臨時的な仕事
に従事し将来に不安を持つ若年者

※ワード・エクセルを使って入力でき
る人。
内容 就職に役立つパソコンの基本操
作など（中級ワード・エクセル）

応募方法　往復ハガキまたは封書で、
住所・氏名・年齢・電話番号・職
業・志望動機（就労を妨げる要因）
を記入し、〒585-8501（住所不要）
千早赤阪村役場産業振興課宛

受付　３月16日（木）（必着）
〈問い合わせ〉産業振興課

村ソフトボール連盟では、春季ソフ
トボール大会の一般参加チームを募集
しています。
対象は、16歳以上の村在住・在勤者

で構成するチームです。
月日　４月９日（日）・16日（日）
場所　村民運動場
費用　１チーム　3,000円
受付　３月25日（土）まで
※組み合わせ抽選会は、４月２日（日）

午後７時から海洋センターミーティン
グルームで行います。
〈申し込み・問い合わせ〉

¡尾谷　行雄　1&20630

村バレーボール連盟では、春季ソフ
トバレーボール大会の一般参加チーム
を募集しています。
対象は16歳以上の村在住・在勤者で
構成するチームです（男女混成チーム
も可）。
月日　４月９日（日）
場所　海洋センター・アリーナ
受付　４月７日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

¡武部　克正　1&21472

村ゴルフ連盟では、村在住・在勤者
を対象とした「第20回村民ゴルフ大会」
（教育委員会・体育協会後援）の参加
者を募集します。腕に覚えのある人も
ない人も奮って参加ください。賞品も
多数用意しています。
日時　４月５日（水）午前９時～
場所　グロワールゴルフ倶楽部
費用　プレー費　10,500円
参加費　4,000円

（各賞品代を含む）
受付　３月25日（土）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

¡仲野直實　1&20040

¡千福啓治　1&20927

¡兵頭　弘　1&27664

保存会では、年間を通して史跡整備、
清掃奉仕活動のほか、講演会や史跡め
ぐりバスツアーなどの行事を実施して
います。皆さんのご賛同、ご協力をお
願いします。
会費　3,000円
受付　随時
〈申し込み・問い合わせ〉

6千早赤阪楠公史跡保存会
1&21588
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春季ソフトボール大会
参加チーム

春休み映画会
「ハウルの動く城」

くすのきホール講座
特技登録制度

くすのきホールボランティア
講習会

地域就労支援事業
パソコン講座（中級）受講生

春季ソフトバレーボール
大会参加チーム

村民ゴルフ大会参加者

楠公史跡保存会会員



税

村・府民税の申告期限は３月15日です。
申告書は先月郵送していますが、昨
年度の実績で抽出しましたので、申告
の必要な人でも送付されない場合があ
ります。もし、申告書が届かない場合
は、役場税務課まで連絡ください。
申告書は、公営住宅の申し込み、就
園奨励費の補助、各種融資の所得証明、
私立高校の授業料の軽減申請、そのほ
か各種証明の基礎資料になります。
昨年中に学生、病気、家事手伝いな
どで無職・無収入であっても、申告が
ないと非課税証明書などが発行できな
いため、証明書を必要とする融資や補
助が受けられなくなります。
〈問い合わせ〉税務課

縦覧制度

村内の土地・家屋に対して課税され
ている固定資産税の納税者は「縦覧帳
簿」を縦覧できます。
縦覧により、納税者が村内の他の土
地・家屋の評価額を比較できるように
なります。
閲覧制度

固定資産税課税台帳のうち自己の資
産について記載された部分を閲覧でき
ます。また、土地や家屋を有料で借り
ている人も、借りている物件に限り閲
覧することができます。その場合、土
地家屋との賃貸借関係を確認できる書
類（賃貸借契約書などと契約本人であ
ることを確認できる書類）が必要です。

縦覧・閲覧のときは、納税者本人であ
ることを確認できるもの（運転免許証
など）と印鑑を持参ください。代理人
の場合は、委任状と代理人本人である
ことを確認できるものが必要です。
縦覧期間

４月３日（月）～５月31日（水）
閲覧期間

４月３日（月）～平成19年３月30日（金）
※縦覧・閲覧期間は、いずれの場合も
土・日曜、祝日を除きます。
場所　役場税務課
〈問い合わせ〉税務課

緑　　化

大阪府では、ヒートアイランド現象
の緩和や潤いとやすらぎのある街づく
りなどの課題に対処するため、大阪府
自然環境保全条例を改正し、基準に従
って緑化を進める緑化促進制度を創設
しました。
このことから４月１日から、建築物

敷地の緑化が義務づけられ、建物を建
てるときに、基準に従った緑化が必要
となります。
○対象となる建築物

敷地面積1,000㎡以上の建築物の新
築・改築または増築。
ただし、増築については、増築後の

建築床面積が増築前の1.2倍を超えな
いものは除きます。
○届出の内容

建築物の敷地における植栽の内容や
維持管理の方法などを記載した緑化計
画書および緑化完了書の届け出が必要。
※緑化基準などの詳細については大阪
府のホームページをご覧ください。

http：//www.pref.osaka.jp/
〈問い合わせ〉産業振興課

相　　談

子育てや学校生活などについて、わ
からないことや困っていることはあり
ませんか。秘密は固く守られますので、
気軽に相談ください。
日時　３月10日（金）・17日（金）

午前10時～正午（要予約）
場所　くすのきホール　視聴覚室
費用　無料
相談員　佐藤むつこさん（臨床心理士）
〈予約・問い合わせ〉

学校教育課　1&21300

チャイルドラインは、悩んでいるこ
と、困っていること、嬉しいこと、悲
しいこと、どんなことでも話せる18歳
未満の子ども専用電話です。秘密は厳
守します。
開設時間　毎週金曜日の午後３時～９時
専用電話　06（6634）7070

（相談料・情報料無料、通話
料のみ自己負担）

〈問い合わせ先〉

社団法人子ども情報研究センター
106（6634）1891

催　　し

子ども長期自然体験モデル事業実行
委員会では、田植えを計画しています。
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お知らせ

村・府民税の申告を
お忘れなく

子ども電話相談
「チャイルドラインOSAKA」
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名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

固定資産税の縦覧・
閲覧について

建築物敷地の緑化が
義務づけられます

教育相談

農業体験しませんか
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100

「千早城」が日本100名城に!!
２月13日、楠木正成が南北朝時代、幕府軍に応戦するために築いた山城

の１つである「千早城」が「日本の100名城」に選ばれました。
「日本の100名城」は財団法人日本城郭協会が優れた文化財、著名な歴

史の舞台、時代や地域の代表などの要素を
基準に、一般投票で集まった数々の城から
歴史や建築の専門家が選んだもので、世界
遺産である姫路城（兵庫県）や首里城（沖
縄県）のほか、大阪城（大阪）など誰しも
一度は聞いたことのある日本の著名な城と
ともに本村の千早城が選ばれています。

トピッ クス

■ 村営宿泊施設「香楠荘」

「香楠荘」は、昭和45年に大阪府が設置し、平成２年から村が
借り受けて運営していました。しかし近年、経営の悪化などによ
り、収支改善を図ることが急務となり、そのような中で、平成16

年度から民間活力・ノウハウを活かした指定管理者制度を導入
し、㈱グルメ杵屋を指定管理者として指定し、金剛山ロープウェ
イと同じく運営委託を実施しています。
施設は、金剛山の標高約1,000ｍに位置し、自然を愛し、親しむ

人々のための施設で、宿泊はもちろん、会議、研修会、食事、喫
茶などどなたでも、気軽に利用ができます。また、四季折々の自
然探索やファミリーハイキングの基地としても利用でき、年間
4,825人（平成16年度実績）もの多くの人が宿泊してます。
また、施設内には、古代ひのき風呂があり登山の疲れなどを癒

すことができ、お土産コーナーでは地元でとれた食材を生かした
ものが数多くあります。ぜひご利用ください。

“香楠荘で気ままにくつろぎませんか”
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金剛山ぐるり・自然満喫コース
ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

３月２日（木）・16日（木）
４月６日（木）

３月２日（木）
４月６日（木）

３月16日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

３月３日（金）
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）・31日（金）
４月４日（火）
７日（金）

３月16日（木）

３月22日（水）

３月15日（水）予定

３月29日（水）予定

３月30日（木）予定

３月９日（木）
23日（木）

３月１日（水）
４月５日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,777人（－17）

男　　3,235人（－12）

女　　3,542人（－５）

世帯数　2,319戸（－２）

１月末日現在、（ ）は対前月比

▲食堂（蕎路坊 そじぼう）

▲鴨南蛮定食

▲古代ひのき風呂
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